
 

【公表】 

構想の実現状況等（概要） ※得られたアウトカムを含む構想の実現の観点から記載すること【１ページ】 

 

 

 『立教  構想』の策定と推進

 国際化推進機構による 実な事業展開とス ード を  た施策の実現

    年事業の一環として、    年度に 立教  構想 を策定 リ ラルアー と国際化の重要性
を  認 「               」以 、大学の 要事業に国際化を位置 け推進力を 持 

国際化推進機構を設置し、国際化推進担当副総長が 機構長を担う  のリーダーシップにより、入 改
革、シラバスの英語化、   事業（     ・     プログラム）の開 な 、迅速な改革を実現 

グローバルリベラルアーツ×リーダーシップ教育×自己変革力 世界で際立つ大学への改革 

「カリキュラム」の改革 自 的・主体的に学  ける力を育成するカリキュラム

中長 アウ カム

「学生の意識」の改革 異なる  を持つ他者と  しながら、    力を向上

中長 アウ カム

「ガバナンス」の改革
多様な学生、教職員、社会等と  できる組織力と自 変革力

中長 アウ カム

                         （    ）を基 とした英語コースの発展

 国際連携大学院プログラムの拡大

リ ラルアー を重 した 人数の英語コース      の取組みを  とし
て、法学部、異文化コミュニ ーション学部等の学部  ルでの英語コースの
 開が加速 

経営学研究   社会  イン研究 が参画 インド シア  高等人 開
発事業（     ）や     学 制度等を活用し、インド シアを  め、 
  ム、フィリ ン、 パール、バングラ シュ、サモア、キル ス等 ら
    年度までに総     の留学生を受け入れ 

 リーダーシップ教育の全学展開

    な時 において  な  を  するため、  や 職にとらわれ
ず ンバー全員が みを発 し成長しながら ームの目標達成に向けて  
する  のための能力を  しいリーダーシップ と位置 け、グローバル
教養副専攻の対  目や    の 修 目として 開 

                  

 多 な海外プログラムの展開と事前事後学修による質の確保の 視

 学修成果ルーブリックによる効果の測定・  国連 ース ランティア

各国 定 （    年  時点    ） の留学、    （世界  会大学連合会）
と連携しフィリ ン・ リニティ大学と  する立教サー スラーニング、
世界の国連機関で活動する国連 ース ランティアな 、多彩なプログラム
を 開 渡 前 の研修の 実を通 て、 の  も重  

    ・グローバル教養副専攻プログラムにおいて「グローバル  力」ルー リックに  き 思考力
（考 、 理的 現）、 変革力（  発 ・  性）、 共感・  力（多文化理 、リーダーシップ、コミュニ
 ーション）に関する 続的な 修者の自 評価を実施し、学 の定 に関する定性的な 果を   

               

                           

「カリキュラム」「学生の意識」「ガバナンス」の改革に一体的に取 組み、各改革を有
機的に連動さ る とで効果を 大化

本学が 統的に 視して たリベラルアーツ教育の え方を現 の  化した世界に い
て展開するた に、 国際化 は 可 な要 である とを改 て全学で確認し、 れから
も国際性の向上を  て自己変革を ける大学へ

                

 つの改革で  た各 施策を、  年間を通 て 実に実行した とにより

大学の国際化通用性を高め、本事業で目指す世界で際立つ大学 と成長

9 B19_立教大学

iwanade-teruaki
テキストボックス



 

【公表】 

特筆すべき成果（グッドプラクティス）【１ページ】 

 

                              

 リ ラルアー を重 した 人数の英語コース
 海外リ ラルアー 大学との連携による教育内 の高度化と国際通用性の向上

グッドプラクティス  学部レベル 

ソウル大学校、   大学及 シンガポール国立大学と連携した
「リベラルアーツ教育」を共同テーマとした大学間国際コンソー

シアム「                                                   
                                         」へと発展

 英語による 業のみで学位取得を目指す学生のための      プログラム
 入学 に日本語能力の向上を る      プログラム
   、   ル、   等の国際的な標準を用いた入 を 入し 、海外の高  ら直 進学

グッドプラクティス  学部レベル 

新たな入試、カリキュラム、日本への定 支援としての ・奨学金・チューターな 、
多 の試みを通じて、よ 多様な留学生を 得

                        ・      

 経営学研究   社会  イン研究 の 数研究 が り入れる大学院における 組みを構 
 英語による学修と の専 性（ 共経営学、 共・社会  イン学）によりアジア・アフリカ地域 
らの 学生を受け入れ

グッドプラクティス  大学院レベル 

 数研究科連携による大学院の国際化の 組みと 、本学の専 性を活かした 的社会
貢献を 立

国際連携大学院プログラム  リンケージプログラム 

     年  、岩手大学と連携し、岩手県陸前高田市に「陸前高田グローバルキャンパス」を開設
     を  テー とする海外大学と連携した   プログラム「陸前高田プロジ ク （本学学生
とスタンフ ード大学、  大学  シン  ール国立大学の学生が参加）を毎年実施

グッドプラクティス  全学レベル 

立教大学と同地域の の長い連携活動を通じ、 日本
大  の  地の現状と  に ける課 を世界中の

  と共に える機会に

陸前高田グローバルキャンパスの活用

            

                

 オンラインによる国際交流イベントの積極的な展開 によ 、留学・国際交流への意 関 を  

 協定校との  な連携による派遣・受入学生への柔軟な支援とオンライン対応

 入国制限等の情報収 を  に う とで 、いち  派遣を 開

 コロナ を  かけに構築したオンライン授業の 組みをベースに 、コロナ後も    プログラム 、

 国際化促進フォーラム  等へ展開

   能を 定する英語外部 験を学部入 に全  入
 英語カリキュラム改革と連動

グッドプラクティス  学部レベル 

学生の語学力が 対的に向上し、海外派遣プログラム 加 数 加にも  

入試に ける英語外部試験の全 導入
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